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 M a in ,  Su b ,  Pa r a  Main 

Ex p e r i m e n t e rs  今井憲一、齊藤直人、舟橋春彦、藤村寿子、三輪浩司、大樂誠司、関義
親、上垣内暁、千阪克行、永江知文、澤田真也、高橋俊行、関本美知子、垣口豊、野

海博之、里嘉典、高橋仁、豊田晃久、丸田朋史、藤岡宏之、中嶋大輔、高橋智則、成

木恵、田村裕和、小池武志、三浦勇介、木下沙理、白鳥昴太郎、馬越、仲澤和馬、渡

辺崇臣、亀山智弘、味村周平、福田共和、谷田聖、石元茂、鈴木祥二、 J .  A rv i eu x、K .  
H ic k s、 R .  Z av i s l ak、  

S U M M A R Y O F E X E C U T I O N  A N D R E S U L T S 

1 2 /1 3 -1 4  スペクトロメーターの検出器の t u n in gおよび、
トリガーの調節。  さらに K +ビームの調整も前回のパラメ
ーターを用いることにより C Mマグネットのスキャンによ
り調整を終える。  
 1 2 / 1 5 -2 6  ( K +,p i + )のデータ収集を開始。この間 3シフトほ
ど ( p i + , K + )のデータや b e a m  th r o u g hなどのキャリブレーシ
ョンのデータも収集した。  
 1 2 /2 6 - 2 8  液体水素標的を空にしてバックグラウンドの
s tu d yのために ( K + , p i + )のデータを e m p t y  t a rg e tで収集した。  
実験は概して順調に行われた。今回の実験では D Cセパレー
ターが安定して 2 0 0 k Vで動作していたのでビーム中の K / p i     B e a m  T O FによるＰＩＤ  
 r a t ioは前回の実験に比べよくなっている。前回の実験で  
照射した K +の約 7割程度を今回の実験で照射した。スペクトロメーターの分解能につ
いては ( p i + , K + )反応を用いてΣ +を調べることによって見積もっており、 F W H Mで約
2 Me V程度であり、前回の実験と同程度の分解能が得られている。  

E X E C U T E D M A C H I N E  T I M E ,  B E A M  C O N D I T I O N,  D O W N T I M E  e t c .  

〇陽子強度はほぼ予想通りの強度であった ( 1 .0 x 1 0 1 2  o n  K6  t a rg e t )。  
〇 D Cセパレータは安定して 2 0 0 k Vで動作した。  
〇加速器のトラブルによるビームタイムのロスは合わせて 1シフト程度であった。  

C O M M E N T S 

 


